
 

 

 

 

第２４５号 ２０２５年２月 

■第２４５回例会記録 

・日 時 2025 年 1 月 29 日（水） 18：00～19：50  

・場 所 神戸市外国語大学サテライト    ・参加 20 名 

・テーマ 「西神ニュータウン 6 地区防コミ連絡会の活動」 

・発表者 田辺征三郎氏（糀台地区防災福祉コミュニティ代表） 

      太田敏一氏（樫野台地区防災部長） 

 

 

□６防コミ（西神ニュータウンの６地区「糀台」「狩場台」「美賀多台」「春日台」「樫野台」 

「竹の台」の防災福祉コミュニティ）が一緒に、訓練したり、勉強したりしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西神ニュータウン研究会 会報 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     合同訓練                    防災トークアプリの体験会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□意見交換 

・防コミのスタッフの経歴は？消防などの経歴か？ 

←糀台はほとんど経歴関係ない。樫野台は老人会婦人会の役員がコア。自治会 1年交代。 

・発電機の点検が問題。 

←消防ポンプの燃料はオイルが混合しておりキャブレーターのパイプが詰まることがある。（田辺氏） 

・ボランティアでは、限界では。民間に委託するなど時代では。 

・高齢化の時代。若い人にどうつなぐか。意識希薄になっている。 

←防災だけの特化はダメ。ふれあいのまちづくり協議会の楽しい行事と一緒に。（田辺氏） 

・防コミになにか新しい要素を入れないと、住民興味がない。東灘では、若い人が消防団に入っている。 

ニュータウンには消防団がないが、あったらよかったのではないか。 

・マンションだが、訓練しても参加 1割ぐらい。防災面は大丈夫と思っている。 

・マンション居住者の声は、近所付き合いイヤ、自治会に入らなくていい、などの時代です。  

・若い年代には、交通安全、防犯特にこどもの見守りなど意識されるのでは。    

←防犯は大事。（田辺氏）コアメンバーはお年寄り、お母さん。年寄をこき使う時代。てんぷら油の 

火災やご自身の主人が倒れた時、誰か手助けほしい、など身近に感じることに興味がある。（太田氏）   

（文責 橋本） 

 西神ニュータウン研究会     http://seishin-ntken.net 
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